
 

 

 

 

 

  

 

 
～学んで・育てて・感謝して 健康な体をつくります ４４人の笑顔が溢れます～ 

子どもたちが自ら育み、学び、美味しく食べる経験を通じて SDGs の実
現につながる担い手育成のための実践を行う 

エダマメ・ピーマン・ナス・ミニトマト・ジャガイモ（夏野菜） 

ダイコン・キャベツ・ハクサイ・ニンジン・タマネギ（冬野菜） 
その他たくさんの野菜を「９人の忍たまたち」が、大事に大事に育

てました。野菜作りに必要な草取り・水やり・肥料・害虫対策、いろ
いろなことを学びました。苦手な野菜も、今ではみんな食べられるよ
うになりました。 

いもほり楽しかったよ！今年はたくさんのおいもを収穫‼ 
今年度は、児童会を中心に、文化祭の後に参観者の方々に販
売しました。売上金は、ウクライナへ募金をしました。 
持ち帰ったおいもは、各家庭でおいしくいただきました。 
さつまいもご飯・天ぷら・大学いも・スイートポテト♪ 

５・６年生は、日本や世界の郷土料理を調べて、どの地域
にどんな料理があるのか、料理カードを作成しました。 
「日本・世界の料理すごろく」を作成し、他学年に楽しん

でもらいました。 

まずは「土づくり」鍬の使い方
も難しかったです。 
用務員さんに小型管理機で耕
していただきました。 

 

初めての収穫は二十日大根！約１か月で
収穫できました。少し苦かったけど、みん
なで食べるとおいしいね♪ 

地域の會澤さんに畝作りやマルチの敷き方・
植え方や肥料の蒔き方、収穫の時期などご指導
いただきました。曾澤さんの助言もあり、前も
って土にもみ殻を混ぜ込みました。 
 

サツマイモの植え方・

種類について調べた

よ！全校の前で発表

は大成功でした。 

 

収穫されたシャインマスカットの糖度調べをしまし
た。黄色っぽくなるほど甘いことがわかりました。 

「木枯らしシャイン」を使った、フルーツ
サンドはとってもおいしかったです。  

◆育てる ジベ処理体験        スマート農法体験    

◆学ぶ  収穫体験・学習会 ◆食べる フルーツサンド作り  

「スマートグラスを使っての摘粒」 
スマートグラスをメガネのように取り付け、AI 解析をも
とにぶどうの粒数を数え、摘粒を行うことです。 

世界のせ 

親子で一緒に配膳・給食、楽しいひと時を過ごしました。
おいしい給食後は、１・２年生が雨宮歯科衛生士の歯科保健
指導を受けました。 

 

ぶどうの枝を燃やして「炭作り」に挑戦！ 
煙を出さないように無煙炭化器を使いました。できた炭は、畑にまいて土
の質をよくします。バケツいっぱいの枝はあっという間に３分の１に… 
炭作りをしながら、マシュマロも焼いてみました。焼いたマシュマロは、
甘くて香ばしくて、とってもおいしかったです。 
後日、２年生は生活科で、畑の土づくりのために炭作りを行いました。 
土壌がよくなるように炭になったぶどうの枝を畑に混ぜ込みました。 
 

果樹園の土に炭
素を毎年 0.4％
貯留する（増や
す）ことで空気中
の二酸化炭素の
濃度を減らして
温暖化の抑制を
する山梨県の取
組。 


